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1緒 書

疫学印研究の成緯は牒人におヤ・て瞳ナトサ身ム （以下

Na）め過剰摂取と高血圧との間に関連性めあることを示

し，食本中の過剰食塩添加に対して・警告をしている。

F⑳去騨・嚥同鶴会1ま・ 主9麻の蝉轡・
そ土》，』 主に動物実験の結果眺と廓て』’5臓疾患予防

の観点からペピーツード中に添加される食盗量・は製品

100g半軌500mgを限界とするこ孝を要請している。

米麟齢イ鮮鮒研究は・敵鱒え嫡即食
齢添加さ瀧ベビー㍗ド硫痕一麺暦館の
翻勘になる≧髪・う，注財べき報舞して鴨解

養塩の過剰摂取乏高血圧との間に関連性があるという事

の典型的な例としてジ 日本で高血圧症参多発している地

域の農夫等摯多癒の食擦を摂取して6ることがしばしば

騨ら納；の勘眺鱗卿締血牢との関騨
函て麟数獄噺究報告醜され丁し｝奄しかし1

乳児 年少児騨象と球研獄数が少なし｝・今回東

京都内の一華護施設め協力が得与塾窄？で・年少幼児を

対象に1年間嗜わたる同一グルrギの発育， 栄養零よぴ

麹摂鰍況をしらべ 麺雌…嘩絵び‘緯立中
り繍の塩化ナ珂躰（以下寧aα）を実測凍蓼・
とれらの関係について検討した結果を報告する。

向皿　研艶方法

r斑究ζ協力した施設φ農年少6グル』プの中からy健

康で標準的な発育をし，健全な食欲を持つ16名の幼児

（男児9名，女児7名）を血圧測定の対象として選出し

た。 研究開始時における月令は，男児は16～23ケ月，平

均励月・ 女児聯一吻月謡獅ケ恥劾た・対
象兜6量畏，体露計測は，常に向」麹当者にょって毎月

一麟麟午前螂価れた・血脚定には・常嗣一

準者岬長鞭獺）・が当眺隔胆回潮餌醐
1

後に御臥藤，静が醸態で行たつ漏瀟定にば卿』

c血，』長さ22cmめ♪3歳用受ソシエ91トを使用した5 食塩

の給与量は， 毎月初旬10宜間の最年少者に対する施設の

献立裟から三』日本食品標準成分表を用いて算出した6又

箕出量と突際に摂取した量とめ関係を検討するため， 1→

日当づの供与食塩濫を食塩濃度計，NArO6EX型（全研）・

を用㌧・七，1実灘したよこめ食塩濃度計は1 食塩濃度が重

量％として直接に読匁とること渉できるよちに談計され

七いる。ヒめ食塩髭の実演1臆7月，8月1119月， 12月，・・

翌年の2月め5回行なった。1・

皿研究成績

　　　　　　　　ぺら　　 　　　　　　ノ

　L　身長と体軍④発育
表1に身長と 体重増加の平均値を標準偏差（S・？・）

と共に示す。 研究期間中，全員が 7月匿水痘，又12月に

く・ソフ花串ンザ醇罹患レ葦にも塑かわらず，∫そ爾身長め

纐は男女児弾確期雌髄通ヤて源課劾
だ。1研究の開始時期に嚢、・て。、女児の身長セも男卑の牙・

卑．％、即顔り確駅叫6c嬉脇零・
　体重は前記の 2匿の撰患期中，わずかに滅少レたが，

熱等曝翻働体麟加速麟幅ぢる しく速縦

ったのぞ1一年を通しせの体重増加量は，MHWの標準
値とほぽ向‘であ三づたポ年間．平均・耳aup，指数 （体軍

（ゆ／躯（c呼》晦男・◎2±・・3111女児餌≠“6で

靭・聯共嘆牌隅群拳ξま轡・ 1

衷11　身長と僥重め輿卸

男　　　　　　　　女．』」

1野11繍増鱗欝II蠣r増盤、

　　　　碑 ｝、・　　　　　　　　　、．　i
　平均　8L2　88。　7。9’853193ユ ’8。

畏　S．D， 1．3　L8　1．4　5・2　5・8　1．3

紹
体　平均　’1LO　12，6　L8　12，0　14，　　2，
重　　S．D．　　〔0乙6　　0．7 r9．6　　1、4　　2．O　　で∬8

：饗・1、（・97昨3肋御9咋r4月嘩）x差1
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　2　血圧
　5回の血圧測定結果の平均値をS．D．と共に個人別に

衷2に示すo最高血圧（SBP）の5回測定平均値（mmHg）

は男児93～エ09・女児92～107醜髄室あ減撫φ乎

均値をとると，前者は101±8．2，後者は99土10．6とな

る。両者の差を馬有意ではない。同一児に対する5回の

測定値翰変冬蛙，禦人嘩導太幾く異％惹望〉S，奄は0 1
（対象D）から16．2（対象N）であった。最低血E（D

B　P）の5回測定個別平均値（mmEg）は，男児51～72，

女児51曽67の範囲であり，二女児Q全平均低）（餌‡≒7，．6）っ

は男児のそれこく与9士91』P、：よ りわずか陛晦いが輿φ差は

鎚Pと同1眠有意水塑附燵隣％。脈犀，（岡9）

セ娚児¢土9∫％女聯郵9で澱購児よ甥児砺
が大き）㍍性による韓が蒸唆さ鈎うρ1表壷導劉痒レ準月

猷魏圧り変健離分布 で丞すqlβ駅働準
β呪士 19月に匙韓し下乞汲2月から2月の閥嬉與昇すう傾向

が婆られう6；12月と2月には1 1gqを憩え蚤 S5F¢）男児

が糟加し・2月には約半数の男懸筒鴎3R働尽』レ

た。女児のS　B　P値は10月に100以上になったのは1名

であったのが・2月には全員が100以素ζ餐％そりう

　表2 対象児の血庄（mmEg）
　　　　　　　　　　　h［』　　『　．　　　一、∴鵯　』　1

一－

表3収縮期血圧の季節別変化（頻度・夢布）1こ．一

〆　〔二　rD 収縮期血馬
、　　　1。
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金沢他②某施設のナトジ審ウム摂取と血圧

で測定値の方が計算値を約1000㎎1上廻づたδ1又両者の

比はほぼ工2：・10となbたo、個女の測定値と計算｛直を比較

すると7月，12月及び翌年め2・月の加工食品がジ比較的

多く用いられた月において・それ等二者の差が大きかっ

たぷ摂取された食塩織をNaに換箕㊦． る、と。1，日当 り

76，IO士4，伽鞠（1）7姫92・0㎎／day〉』100k戯当り16・4

士0．4mEq（1）・417．2±9・2mg／100kca1）・そむて体重・1kg

当り6．2士α4mEq（142・6±92mg／kg） となる。

　4．給与栄養量　　　沈　　文

　研究期間の1年間を通して・給与された平均1日1人

当りの エネノレギーデ蛋白質∫、勇旨質づ一『カルマウム量の計算

値はそれぞれ・1，197出42、＝9keal，47．r2±1i3951∫3t4土工．9

g，637土39，5mgであった。［’この施設の献立は，二；栄養的

見地から作成されているので， ； 上記の値は，1・他の山般を

対象 とした調査成綬に・く』らべで変動幅力載」、さい1①ポ「ごれ

等の値を対象 グル」ゲめ性芦年齢講成から算出した荷重

平均栄養所要量と対比すると，・出ネルギ」は所要量どほ

ぼ等しく，蛋白質は109ゼカルシウ・ムは約200mg程度，

所要量を上廻りたδ・血圧を測定した日に与え・られた‘ネ

ルギーは，体重Lkg』当甥児100班q3kca亘1汝児89～

94kcaiであっ丸o：ごのように女児は男児よこり体重1k喜当

りめ二・ネルギー摂取遥が少 くま・た， 変動幅が大ぎがイた

のは女児の体重が男児より 大ぎぐ且罫偏差値が犬きがっ

たからであるぎ蛋白質に関してはデ男児ほ体重意kg’♪当

り3．7～4，2g，『1女児は3．3～317g・でも・所要量を上廻・∫て

いた。又カルシウムも体重 1k9当rり，、男児が54～60血g

女児が4を）53mg「、を供給され《おりヂ充分所要量をみ1た

し《いた♂．食塩め摂取量は～＝二・男児が体重1kg：当り356～

402mg女児が319解367mgであづた嘉
『∫

』lr〆1∵＝

　　　　　　．、　 ∫ 　、

W1考二∫∴』按 　　　　　　　　一

∫』2男児の身畏，体重め増加は，厚生省値にほぼ等し7ぐ，

一方女児の増加量は，身長，：体露共に厚生省値を上廻っ

て・いた。・今回の研究対象め出生体重は〆男児が 21040～

3．740kg女児が2．040～4．222kgであらたことを考える

とず対象児は順調に発育しだと考えられ〆ぞれは少くと

も遜部はこの施設の食事の良さにrよる電の乏いえよ一う 。

！も回⑳血庄の測定値の平均はi二SBP』DBP・共に2一酌

3歳児の正常値の範囲内であらた恥6しかし測定時期か

ら考察ずる’ど∫iSBP・は2月に4名の男児が上限値100よ

り高く，女児4名が限界値を上廻っていた。DBP は，

Z丹に上昇する傾向がみられたが， 女児1名が上限値を

上廻ちてい尭のみであ6池げ又ヒの女児は，2漏には傘

対象児中，最も高いSBP・iを示したぴ佐麦木等ヨ2｝ほ，・1成

人にお㌧ ・ては．βB？炉冬季に上昇する零報告じ処擬為。：』1

そして彼等は揖最近嫁冬期でも部屋は暖騎ざれ℃聡るが

ら，； 冬期には室温以外はS5？、を増加さ・せ為何らか¢）要

因がある⑳で！獄な矯かと君及レて㌧ 、るず塚々の研窄の場

合も1、・．冬期 g暖房にら充分行わ恥でい準参で曲寒費洋要

因とは考えられな恥δ1 餐季筋問¢）S耳 9値公相・関係数

．（γ）．はβ 月・と、8月で嫁！q』79・“・16、月と10月・ではQ・ 亀5・1』6

月，と12月で1漁．6騒6．月ま 2月でセ鵠56で・二そ紛セ期
ずれも高』・有意相関で多っ 準“ジ』（Pく0・興）年少幼児砂

場合マも究』体頚的岸高い亀3 Pを持ρ児セち常に濁》ミ

碑雄ち礁質鄭衝亀碑の厭・・欝働・錫
マ、を持つて疑為ように思診れξ疹憶』∵ 二1 ∵藁ゴ』『i・、

、rVρoπ母1や3』 2歳◎、ケ月う～、年歳5』ケ月児Q覇P、を、3種

類の異ウな方法艦まっ雪測庫レ・、 そ恥等ρ値を堵韓レ蚕

いる。我々の結果は，その3種類の方法中，最も高ヤ・値

を示したHgs函ygmomanometer法を用いた時の値に
最も近かった。また，性別差として，i名inres13》｛幡5歳～

9歳の幼児では，S　B　Pは・男児の値の方が女児客りわ

ずかに高く．，魏Rは女児の方が男児α値より・高噸向

にある．こど，公つま穿男児の脈圧が女児に壌較レて∫．1太ぎ

か號ζ雛示し騨る1鯨嚇う：；焔麟確対騨
紬郵観察跡鰍即環熱零）広嚥鞭囲碗象
について54年及び串年後に同ナ対象の血圧Q追跡測簿

を行なづ夙いる。しそして妥昼P、およ1び珍BP・共に20糞～

74歳の成人の方が5歳㌻旦箴の幼児より∫高 レ）追跡相関関

係にあるごどを示しで“る説我々の研究においてはズ年

齢範囲もせ裏く舅又測定数も15何で期閻も6月から翌年

の2月までであう 犀のでド，恥餌er：』の結果と直接比較蘇

でぎない6峨タ；の結果でな批或る児セま，・どの測定Kぶい

ても，常にほぼ一定の値を示すが・こどもによっでにい

っも値淡変動していたb　rこれ曝個人的な体質の差であ冷

と考えられ看6穿ニィじi！ニヘ… 憾艮　 ゴrご、ふ l　l、：…＝訂滅｝』’i＝

　食事中の食塩齢； 俄姻鰍児の易叡晦gy｝5噂
の4歳～6歳の幼児の場合と比較して・わずか硲少なか

づた。 Eomqnゆ、｛の．望ク、月の児に与えら胞悲量の約乳L③

倍であり，ノ 又ア左襲・亥の1β蛋屓児璽世やの約Y1ヅ2倍であ

っ1た。・拠の研究り場合蠣1も．塵餓璽鐡γ磯児

の値にほぼ噌致し規づ諏脚醜セ畑苺般歳噂塩摂

取量の適猷β剛吻y順樋とレ惣 ・恥、璽ゆ象

々の研究対象児は，｛こQ量㊧9，倍も／多忌摂取嘉奪蟻る。

TheC・㎎i聯つ岬“螂σnゴ・《即鱒興・ゴ鱒蜘聡of

Pβ面鱒cs・マ》は，・幼児の安全鰭容量は約！8鳶100城9で

あると述べているo我々の対象児の食塩摂取母は乏ll㌣の

広範囲の中に入るけれども諾上限値に近￥ヤバ冬期ρ食事．

中の食塩量は別に増加していないので，2月に観察され

一 工01一
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た虹0卑m【1εを上廻ら牝血臣め上昇は1二食事による食塩

量の増加に帰する こ・とはでぎな》㌧o 年少児の食塩摂取量

と1血圧の関係にうし｛七，1最近がなウ研究がなされるよう

になったが19》今後重要な研究課題であると考えられるじ

　本研究の場合約3／4の食塩が孟販φ加工食品からとら

れて“るげ力江食品φ使用臨食事σ用意魔あの時間

と労力の第約めために， r特に施設等においては，』ますま

す多くなることぞあろう5・施設児め食塩の過剰疫取を防

ぐたあにほ， 加工食品に対する食塩添加量睦規定を設け

るごとが」策ではないかと考乏ら遍るd』本班究の食塩実

測値と計算値とみ差は約1喜であっだカζi』，加工食品の髭

が増す程計算値と実測値との画こ大きな差が認められ

た5これは， 、加工食品L添加される食海6童示必ずしも

食品威分表に示されている鍛と同一でない訂能性を示唆

しているo・

　　V1総’ら∵括 r∵ご

　’1977年から1978年め3月まセ施設の9名の男児と17名

の女児』』平均年齢2工汲ケ月二（研究開始時）、の年少幼児を

対象として∫ 毎月身長と体重を詐測し，『又血圧を6月，一

8丹∫10月』12月1翌年の2月に測定 した。 漏方毎月F
．ぞ硝φ10晒の献臓から洛対象児φ体郵kg当
りの出ネルギー，r蛋白質，脂質，』rカルシウム，ン塩化ナ’ト

リウ4あ給与量を箕出した己又1『日の食事中に含まれる』

塩化ナドリ ウムの量を，一研究期問中に6回実測し，計算

値と比較した。1そめ結果は次め通り『である5冗

①対象児め身長友び体重発育は』同年齢の児に対する正
　・ 常値6範囲であった。特に女児め発育は男児のそれを

　上廻ったゲr　r』　［　 1、r　r 垂
．．

②S　BP の平均値は， 男児が101士8‘2血mH喜， 女児が98

　±10，6mm班gであった。男女児共に12月と2月には

『‘SBP 示有意な上昇を示し， 匠ぼ半数迷走常値め上限
♂1

を上廼ったO　一 』 ．　　 1』盛』＝．』、ミ1就

③D　B　Pφ平均値は“男児が59土91m㎞HglL・女児が61

∴士ズ6垣mHg・セ 2月ヒ上昇する傾向を示した6f

④脈庄ばダ 男児が42王98血H言，女児力｛38土7．，9n皿Hg

　であり， ”男児乏女児とめ差は・su舘Ostive そあらた6・

⑤食亭により 給与された塩化ナ笹ゾウ依の計鋒値ぱ，』

　4
591day

そあづ乏よこの値をナトリ・ヴ云に換算する

　’と1，748血g！day（76めmEq！dayγ，・工47」毎g／100kcaI

　（614mE宙100kca工〉1三・142∫6血9／k喜（6，2mEq／k言体重〉

　が得られた。 ∵ゴ∴ご』』』』、『・』

⑥実測値め塩化ラr・トレウ去健は諜翫算値より約LOg〆day

五大ぎ呑らた。 　r

丸・一吋 バ

⑦1人1、日当りの食蘂は，・出ネ～レギ」エ197土4219kca1，

』』蛋白質47』2土r3 ε， 脂肪3L4士1．995 カルシウーム．

曳』一637蜘‘5mぎでありた。』 1∵1』．該』』∵：∵・㌘

一謝辞，7本研究の実施に当りカリタスの園つぼみの寮乳

児院ジ婦長三木加津子氏，〆 栄養士真倉ヤエ子氏の御協力

をいただいた6ζごに深謝の意を表しまする
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